
秋由県畑鉱山鉛・亜鉛鉱床調査報告　（伊藤昌介・服部富雄〉

されたものと考えられる。

4）　この破確帯は上部層め層理と斜交して孤状に轡曲』し

ており，その屈曲軸と上部層の向斜軸とは略々平行し

て》るが7約300mの踵りを有する。

5）鉱床は鉱液がかかる破砕帯中の弱線に沿うて逆入し，

旦つ千枚岩の一部を交代して生成されたものである。，

6）線構造では上部層と下部層との区別が困難で，且つ1

鉱体とは無関係に上部層の向駕軸附近に一一つの向斜構

蓬を示す。

7）現在の鉱床の礁駐として生硝時の破綿嘱，
彊に趨因して“る。

（昭和24年11月及び昭和25年3月調査）
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地質調査．所月報（第2巻第4～5号）

1．緒 闘

昭和24年11月24日より4日間秋田県畑鉱山鉛・亜、

鉛鉱床を調査したのでその結果を報告する。調査にあた

り非常な便宜を与えられた同鉱山佐夕木所長に感謝する。

2位置及び交蓮

畑鉱山は秋田県仙北郡荒川村及び峰吉川村両村にまた

がり，奥羽本線羽後境駅の東西約8kmの所にあり，羽

後境駅より大字荒川までは鉱出専用の馬車軌道があり，

荒川より04元迄はトラツクを通ずる1道1路があるカ㍉普通1

鉱石の轍送は馬車によることが多V・。

　　　　　3、沿革及び現況

・畑鉱画は元佐竹藩の所有で相当の産金を示しだ由であ

るが，現在は太平鉱業株式会社尾去沢鉱業所の支幽とし　一

て従業員10名内外で昭和22年10月より鉛。亜鉛鉱を

主として出鉱してV・る。手掘により上向階，段掘法で一・カ

月の出鉱量約40ヵ（品位金15g／t・銀80g／t・銅1・3％・Pb

10％・Zn15％）一で殆んど無選鉱のま～売鉱されてV・るo

4，地形及び地質（第1図）

鉱μ♂附近は緩かな地形を示し，346m…三角点（276m）・

峰山（231m）が連なり，非方荒川に注ぐ小沢と南方雄

物川に注ぐ諸∫llに分水す’る。

地質は第三紀層の黒色頁岩・集塊岩質凝灰岩（石英粗

面岩質）・礫質凝灰岩g砂岩頁岩互層よりなり・調査地

域の北部では黒色頁岩を貫V・た石英粗面岩の噴出を見る。

その層序は次の通りである。

第

紀

砂岩頁岩互層
礫醸鵬層）鰍
一・一・一・一・一断層一・一一・一・一一一

集坤岩質凝灰岩　　　　　F、　↑鉱

　　　　　不整合　　　化
黒色頁岩　　　　　　　作
　　　　　　　　　　用

ご～で集塊岩質擬灰岩と云うのは石英粗面岩質角礫凝

灰岩中に熔岩流と解される流紋岩が挾まるもので・これ

には黒色責岩の破片を含む。．

礫質擬灰岩層と集塊岩質凝灰岩との間は大切坑内で見

られるN60。Eの断層を以つて接してV・るものと考えられ，
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第2図　畑鑛・山坑内図
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秋田県畑鉱山鉛・亜鉛鉱床調査報告　（伊藤昌介・服部冨雄）
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口’、鉱餓生前の断芦

羅鉛醒蹴・舗

猛．’齢石翻の齢

第3図　鑛脈の垂直模式毅影図

鉱化作用は集塊岩質凝灰岩以下のみに見られる。

断層はNW－SE・NE－SW，方向の≧ものが多く，特に

一二芝三番坑の南端に見られる断層（以下笏こノ森断層と呼．

ぶことにする）はi著しいもので富鉱体の形成と密接な関

係を有するものと思われる。この断層は略々N550Wに

走り，40～60。SWの傾斜で，地表に於V・ては畑山・家

の森間の凹所となつてあらわれる。

主とする部夢が断層から遠ざかるに従い，叉一番坑中段

颯上は含金石英脹に移過している。

　鉱石鉱物の晶出の順序は大体次の通り宅ある。

　これらの晶出順序は一連の絞出し的晶出であつて，鉛・

亜鉛鉱を主とする部分

は太良1舟打，葡萄の

昏鉱脈と酷似し、脈石

5．，鉱 床（第2図）

鉱床は集塊岩質凝灰岩及び黒色頁岩中に胚胎する。今

回調査したのは主として現在稼行中の家ノ森鉱床で，以

下これにつV・てのみ詑す。本鉱床は第3図に示す様に家

ノ森断層（鉱床生成前の断層）の下盤際の鉛・亜鉛鉱を

一』暁期

の極めて少な》粒度の

大きい亜鉛，鉛鉱物を

i主とする鉱脈であり3

その構造は次の通りで

ある。

　鉛，亜鉛鉱物を主と

する部分は上記各鉱山

の鉱床と同じ性質をも

つことから，上詑鉱月辰

の深さが：大体160mと

推簿されるので，一番

坑中段をその上限と

ずるならぼ中切坑以下

110mの深さが予想出

来る。臓幅は20～50cm，

平均30cm位で，鉛，亜

錯を主とする部分の延．

長ほ20m一位である。

　主要な鉱脈1ま3條あ

丙亜鉛鉱

方錯一鉱

黄銅鉱

黄鉄鉱

、一噸』

るが，鉛，1亜鉛鉱物を

主とする部分の上部が

大体同じ水準にあり，

こ≦でも太良，’葡萄・で

見られた鉛，亜鉛晶出

帯が考えられる。
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　　　閃距鉛鑛方鉛鑛晶出部
　　2，方鉛鑛晶出郡

　　3，含金石英晶出部
4，　重晶石晶出部

本鉱床に於ける断暦と裂罐との関係に就いては興昧あ

る現象が見られた。即ち前述した家ノ森断層に対しで直

角な鉱脈（主脈）と平行な鉱脹とがあり，第6図の如く

格子状をなしている・家ノ森断層に直角な鉱脚紛鱗

なく，角礫を伴い断層に胚胎したものと考えちれる。一

方坑内で見られる他の断層もM5。WとN45QEに近い

走向を示すものが多く，叉坑内で見られる黒色頁岩と葉

塊岩質凝灰岩との不整含面は緩い糊曲をしてV・る様に考

えられ，背斜〕軸は雨北方向である。以上の事実よ0圧縮

力が東西方向から働き，そのd1agollal　joint・として，

N450WとN45。Eの節理ができ》この節理に沿つて

断層蓮動が起つたと考えられる。

　なおN45。W系の断層が卓越していることは前述した
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第　6　図　　一番坑中段鑛床見取図

が，とれに鉱脈が胚胎しているものは余り認められず，

この原因は多量の断層粘土等を伴い鉱液の上昇が出来な

かつたものと、慰うo

家ノ森断層に平行なものは傑さが浅く，…番坑中段で

見られた鉱瞬沖切坑迄は続かなV・。この鉱脈裂罐の生

成機構は，家ノ森断層の傾斜が一番坑以上では約301位

の緩いものである事を考えると，この断層蓮動が，例え

ば地面に・一ラーが働く際・一ラーの働v・た方向に直角

な亀裂が生ずる現象と同様に働v・たと考えられる。

本鉱床に於ける鉛，：亜鉛を主とする部分は一種の富鉱

部であつて，鉱液の上昇が家ノ森断層に阻止された結果

と考えられる。

なお含金石英賑の部分の脈幅晶位は平均10g／t，平均

脈幅30cm，そめ延長は20～30m偉である。

6、結　　語・

本鉱床附近にはなお多くの鉱床が存在し，これらは何

れも鉱床地質学に基ずV・た組織的探鉱は未だ充分行われ

ていなV・。更に詳細な裂罐組織の研究等を基にした探鉱

が行われるべきであるd（昭和24年11月）
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菅元鉱床部員　弾鉱床部

1。緒　　雷

昭和激年1玉月9日～19日の10日間青森県舟打

鉱山を調査した結果を報告する。調査は稼行中の坑内の

調査に限られ，地表調査は積雪の爲出来なかつた。本調

査に協力され、た現場職員の方々に深甚の謝意を表する・

2、位置及び交通

　本鉱山は青森県中津軽郡相馬村にあり，弘前市の西南，

．約16k韻粥鮒大字相馬灘・｛スの櫛り湘馬よ
り山元に至る交通は第1図の通りで，鉱石の喩送は山元

より相馬迄は索道により（約4km），相馬より弘前迄は　

トラツク喩送による。1冬季は積雪の爲鉱石は楡逡岱れな

いo
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